
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

１７１ 裂肛に対するジフルコルトロン吉草酸エステル・リドカイン配合の

算定について 

 

《令和６年５月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

他の痔疾患のない裂肛に対するジフルコルトロン吉草酸エステル・リドカ

イン配合（ネリザ軟膏等）の算定は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

ジフルコルトロン吉草酸エステル・リドカイン配合（ネリザ軟膏等）の添付

文書の効能・効果は「痔核に伴う症状（出血、疼痛、腫脹）の緩解」である。 

裂肛は肛門の出口付近の皮膚が切れた状態（いわゆる切れ痔）であり、肛門

クッション部のうっ血により腫れ上がった状態の痔核（いわゆるいぼ痔）とは

異なる。 

以上のことから、他の痔疾患のない場合の裂肛に対する当該医薬品の算定

は、原則として認められないと判断した。 
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